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国立大学共同利用機関
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はじめに

　子が親に似てくる現象の根底には，発生の命令

文を秘めている多数の遺伝子の働きがあります。

遺伝学は，この遺伝子との関連のもとに生命現象

を解明する学問でありますが，その最大の特色は，

分析的・専門分化指向的であると同時に，遺伝r一

を共通項として，きわめて総合的・学際的な’iゾ1三格

を具えている点にあります。そのため遺伝学は，

従来から生物学の一一分野に止どまらず，農学・医

学などの応用分野とも深い関わりを持ってきまし

たが，今日では広く生命科学の中核〔1勺役割を担う

ようになりました。

　国立遺伝学研究所は，こうした遺伝学に関する

総合研究を行う中枢機関として，昭和24年に文部

省直轄下に設置されました。これは，関係学会の

／，

　　禄tξ

9　　き
b’

搭ｿ

強い要望に従って，特定の大学・学部に偏ることなく，広く全国の大学と研究および人事の

交流をはかれるようにとの趣旨に基づくもので，　（今日ならば当然，共同利用機関となるべ

きところを）’iVl．b4：の制度の枠1人］で所轄機関とされたものであります、、

　その後の35年間，当研究所は地道な研鐙と精進を・nね，文化勲章・学1：院賞，関連学会賞

など内外からの栄誉こ授り・をふくめ数多くの優れた業績をヒげ，国際的にも広く知られるよう

になりました、、　一ノ∫，近年における遺伝学の目ざましい進歩は，バイオテクノロジー一の技術

革新をもたらし，生命科学全般に強い影響を及ぼすようになりましたが，これに伴一・て．大

学や民川研究杉隻関の研究者と共同研究を推進する必要性が益々高まっております、、こうした

学問の趨勢と社会ll｛」要Illllに対応するため、’Tl研究所は昭和59　fド4Jj，国、ン：大学IUtf」手1川」機関

に改組転換され，名実ともに遺伝学の研究センター一として発足することになり＃した，，

　改組後まだ日が浅いのでありますが，すでに5研究系の客日教授・助教授か発合され，公

募による共同研究・研究集会は年間数1一件に及び，大学院学生等グ）受入も実施しています、、

しかし川司利川機関としての実を挙げるためには，人的・物ll勺の面で充実すべきところか数

多く残されております、，

　遺伝学研究所の新たな発展を期し，所貝一一同力を合わせて研究所の使命遂行のため粘’杯

努力しておりますので，関係者の皆さまの’層のこ鞭捷とご支援をお願いするものです，，

巨1、ン：遺伝学川・究所長

松　永 英
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沿 革

昭和24年6月

　　　　8月

昭和27年1月

昭和28年1月

　　　　8月

昭和29年7月

昭和30年9月

　　　　10月

昭和35年4月

昭和36年9月

昭和37年4月

昭和38年1月

昭和39年3月

　　　　4月

昭和43年3月

昭和44年4月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和49年4月

昭和50年3月

　　　　10月

ll召利］514三10J］

昭和53年9月

ll召不055工嘗3月

昭和56年3月

昭和58年3月

　　　　10月

昭和59年3月

　　　　4月

11（｛　T・［160fド3月

　　　　4月

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置。庶務部，研究第1部，研

究第2部及び研究第3部の4部門で発足

小熊桿初代所長就任

別館新築

研究第1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部，細胞遺伝部，生理遺伝部に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遺伝部新設

研究本館第1期第1次工事竣工

微生物遺伝部新設

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次1二事竣工

集i団遺伝部新設

研究本館第2期一1二事竣工，

森脇大五郎第3代所長就任，

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

植物保存研究室新設

田島彌太郎第4代所長就任，

研究本館計画完成

　分子遺伝部新設

　　　　　　　　　　　　　内部照射棟及び附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設（微生物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟・カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保・存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築

松永　英　第5代所長就任

組換えDNA実験棟・野生イネ温tiミ新築

国立学校設置法の一部改jEにより国ウニ大”γ：IUIIJ利用機関｛こ改組

実験圃場管理施設新築

遺伝情報研究センター（合成研究室，遺伝情報分析研究室）新設

資料展示室
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概 要

t

目　　　　的

　大学等における学術研究の発展に資する

ため，遺伝学に関する総合研究を行うこと

を目的とする。

共同利用
　全国の大学の教員その他の者で，研究所

の目的たる研究と同一の研究に従事する者

の利用に供し，及び共同研究を行う。

国際交流
　遺伝学の分野で国際的な学術交流を活発

化するため，研究者の交流や国際シンポジ

ウム等を開催する。

設置形態
　国立学校設置法（第9条の2）に基づき

設置された国立大学の共同利用の機関

大学院教育

　大学の要請に応じ，当該大学の大学院に

おける教育に協力する。

　

運　　　　営

　共同利用の研究所として円滑な運営を行うため，研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について所長に助言する評議貝を置くとともに，共同研究計画に関する事項そ

の他の研究所の運営に関する重要事項で，所長が必要と認めるものについて所長の諮問に応

じる運営協議貝を置く。
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組 織

機構　図

評

議

員

運

営

協

議

員

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓Lb
　　　　　　　　　　　　　　　（昭和6十年4月1日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　庶　　　務　　　課
一匡二二王二二斗｛二　言，　課

　　　　　　　　　　　　　　　分子遺伝研究部門

　　分子遺伝研究系　　　　変異遺伝研究部門

細胞遺伝研究系

一個体遺伝研究系

※核酸化学研究部門

細胞遺伝研究部門

微生物遺伝研究部門

※細胞質遺伝研究部門

集団遺伝研究系

総合遺伝研究系

研究施設

遺伝実験生物保存

研究センター

発生遺伝研究部門

形質遺伝研究部門

集団遺伝研究部門

進化遺伝研究部門

※理論遺伝研究部門

人類遺伝研究部門

育種遺伝研究部門

応用遺伝研究部門

課‘

哺乳動物保存研究室

無脊椎動物保存研究室

植物保存研究室
微生物保存研究室

一遺伝資源研究室

　構　旭　研　究　室

　組換え研究室
　A　成　研　究　室

　遺伝情報分析研究室
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定員表（昭和61・fl渡）

所　　長 教　授 助教授 助　手　　小　　計 技　　　官
i技術課）

事務職員等
i管理部）

合　　計

1 12（5） 17（5） 24　　　54（10） 19 20 93（10）

（注）（　　）内の数は客貝教官数（外薮）である。

職　員　等

　　　　所

　67
1召手1｜6T716月1日ユ見で1）

　長　　松　永　　　英

「

分子遺伝研究系
L　　　　－＿

　　一一一＝一一一可一　明
　　研究主幹（併）　　←田一悟一夫

分子遣伝研究部門

　　　　教　　 授　　石濱　　　明

　　　　助教授　　福　田龍　一一

　　　　助　手　藤田信之
　　　　助　 手　永川恭介
変異遺伝研究部門

1　1］ 藷幣噂米川魎

　　　　助教授　定家義人
　　　　助　　　手　　井　h．　　IE

　　　　助　　　乎　　手塚　英　夫

核酸化学研究部門（客員）
　　　　　　　　　5t’1　免
　　　　教　　授　　一…　7ss，1　’
　　　　　　　　　クK2ト；
　　　　助教授　　．山一描」一國一一男

　　　　　細胞遺伝研究系
　月ウカ和旬

森脇和郎
今　1卜弘民
山　本　雅　敏

城Eイ宕弓

［二二二亘憂亘究系

　　研究主幹（併）　　黒

発生遺伝研究部門

　　　　教　　授　　杉

　　　藁塾璽：

　　　　助　　　手　　清

形質遺伝研究部門

　　　　教　　 授　　黒

　　　　助教授　村
　　　　助　　　手　　湊

　　　　助　　　r－　lll

生理遺伝研究部門（客日）

　　　　教　　 授　　ll鳴

　　研究1三幹（併）

細胞遺伝研究部門

　　　　教　　 授

　　　　助　教授

　　　　助　　　手
微生物遺伝留究部門？

　　　　助教授　　安
　　　　」功　　手　　西

　　　　助　　　子　　原

細胞質遺伝研究部門（客員）

　　　　助教授　　鈴

川　成

村　行　進

　リノ、志

木　秀穂

田　行　昭

山　　 勉

和三郎
澤敏孝
水　　 裕

川　行n召

上昭雄
　　　清
HI　IE　lリ1

川　　　裕

集団遺伝研究系

　　研究ll幹（併）

集団遺伝研究部門

　　　　教　　　授

　　　　教　　 授

　　　　⊥りJ　　T：

進化遺伝研究部門

　　　　教　　 授

木　村　資　・1．

木村　資生
原　川　朋　r・

高火田　尚之
11

轣@木　健

丸山　毅　た

助教授　ヒnl
助　　　f：　川r条堀

清

孝

5
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理論遺伝研究部門（客員）

　　　教　　授　向井輝美
上

1－1

総舗伝遮二ニコ
　　研究主幹（併）

人類遺伝研究部門

　　　教　　授
　　　助　　手
　　　助　　子
育種遺伝研究部門

　　　教　　授

　　　助教授
　　　助　　手
　　　助　　f＝

今村　　孝

今村
實来
中島

応用遺伝研究部門（客員）渡L”

　　　r助一教授

孝

聰

衡

遺伝情報研究センター

　新ター劇併）
　　　教　　‡受（併）

　　　助教授
　　　助教授
　　　助教授
実験an　Hp黶H
　　圃場長（併）

　　　助　　手

丸山毅夫
石濱　　明

池村淑道
廣瀬　　進

宮澤三造
ase牙宣

宮澤　　明

沖野啓　r一

遠藤　　徹
藤島　　通
平岡洋…郎

　　　　武
米一澤一勝一衛

遺伝実験生物保存研究センター

　蒜タ竜（併）森脇和郎

　　　助ne一朗　　　助教授　炸川審也
　　　1；；教授竺＝

助　　r一　佐野芳雄
助　　r．　西村昭　r・

課長（併）杉山勉

庶

会

管理部長
務　課
課　　　長

課長補佐
庶務係長（併）

　人事係長
研究協力係長

共同研究係長

計　課
　課　　　長

　課長補佐
経理係長

　用度係長
管　財　係　長

植松喜弘
氏募　淳
俵＿一←
内田茂治
不火　　Lk　　㌔琴　　剛

山本　　勉
不火　　dLl　　J，’X　　岡1」

酒井清人

編二P鷲
真　　里i’　　草月　　1ヤ

岩城英
渡邊　　裕
佐　　藤　　隆　　司
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1

運

　　　　　　　評議員会議

　研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について，所長に助言する。

評　議　員（五十音順）

飯

井

江

岡

小

尾

佐

酒

佐

田

中

長

名

野

諸

山

川

渡

野

上

ヒ

田

関

ヒ

藤

月・

々

島

月・

倉

取

村

星

縣

村

辺

徹

英

信

節

治

久

文

雄

雄

人

男

雄

了

徳

学

彌太郎

準之助

二　郎

禮　二

達　次

静次郎

弘　忠

雄　　4

　　格

東京大学教授（理学部）

東京大学名誉教授

国立公害研究所長

岡山奇匡いン洪11fl研究機構

基礎生物γ：研究1可浪

京都大学教授（理学部）

大阪産業大学教授（経済学
部長）

　　　　危誉承楕

大阪大学一卜長

日本学術振興会理’拝

富lh医科薬科大学長

人日本蚕糸会蚕品柿
研究所長

浜松医科大学長

岡崎国立共1司研究機構長
（併）分子科学研究所長

東京慈恵会医科メ（学ul！’1張

実験動物中央棚究所長

東京農工大学名誉教授

京都大学教授膿”ン・部）

人阪大学名誉教授

北里大学教授（衛生学部）

営

運営協議員会議

　共同研究計画に関する事項その他の研究

所の運営に関する重要事項で，所長が必要

と認めるものについて所長の諮問に応じる。

運営協議員

所外（五十音順）

大　澤　省　二

大　羽　　　滋

岡　田　益　吉

坂　口　文　吾

佐々木　本　道

常　脇　恒一郎

福　田　一　郎

三　浦　謹一郎

向　井　輝　美

山　田　行　雄

名占屋大学教授（理学部）

螺上端卿酬1、）

筑波大学教授（生物科学系）

九州大学教授（農学部）

北海道大学教授（理学部附
属動物染色体liJf究施設長）

京都大学教授（農学部）

東京女r一大学教授
（文理学部）

らk京大学教授（Il学部）

戊し州大学教授（理学181～）

京都大学教授（農学部）

所内（省令順）

　イf　｝賓　　　　　1リ1　教

　IJt　1　　　　　　　　　　　、　　　　　　　÷

授（分J’一遺1ム研究系）

“7　　　　　　’　・‘．　　　　　’

森　脇　和　郎

腐　　　　　仁　性

　　　　　　　、

教授（細胞遺伝研究系）

　　・cl　‘　’”t”J・tu　）

．、）

杉

黒

木

丸

今

沖

lll

川

村

山

村

野

行

資

毅

啓

勉

昭

生

孝

∫・

教

教

教

教

教

教

授（個体遺伝研究系｝

授（個体遺伝研究系）

授（集団遺fム研究系）

授（集団i遺伝研究系）

授（総合遣1云川究イ9

授（総合遺伝研究系）

7
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各種委員会

　所長の諮問に応じ調査検討し，助言する。

委員会名

系統保存委員会

DNAデータ研究利用委員会

予算委員会

施設整備委員会

将来計画委員会

大学院教育委員会

セミナー委貝会

図書：委貝会

共通機器委員会

電∫一計算機委貝会

放射線安全委貝会

組換えDNA実験安全委員会

排水等処理委貝会

農」湯・温室運営委貝会

宿舎委員会

厚生安全委貝会

防火管理委貝会

系統保存委員会

所外委員（五十音順）

　　　　　　　　　　倒シ碑元
　大　羽　　　滋　　E－　i’、1‘…

　笠　原　基知治

　ノ1くドイ麦［｛1～

委員長

森脇　和郎

丸山　毅夫

黒田　行昭

石濱　　明

木村　資生

森脇　和郎

脇畑尚之
｝ilewa」1・tllll

タ暢君ナ

森脇

丸山

石洛

石濱

杉山

藤Jl：

杉山

植松

植松

2＜夫

和郎

毅夫

　胡

　明

　勉

太朗

　勉

喜弘

喜弘

1働授（理酬

法政大学兼任講師

北海道大学始受膿学部）

駒　形　和　男

近　藤　恭　司

斎　　　尾　　　草乞二良1～

坂　口　文　吾

阪　本　寧　男

常　脇　恒一郎

野　村　達　次

古　里　和　夫

向井輝美
由　良　　　隆

占　川　　　寛

東京大学教授
（応用微生物研究所）

八木記念パーク
実験動物研究所長

東京大学教授（農学部）

九州大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

実験動物中央研究所長

浜松市フラワーバー一ク園長

九州大学教授（理学部）

京都大学教授
（ウイルス研究所）

大阪大学教授（医学部）

DNAデーク研究利用委員会

所外委員（五十音順）

内

大

大

小

金

舘

松

宮

田

井

澤

関

久

野

原

浦

田

久

龍

省

治

義

謙

雄

男

実

男

謹一一郎

　　隆

帝京人学教授（医学部）

京都大学教授（化学研究所）

名Ili屋大学教授（理学部）

京都大学教授（理学部）

京都大学助教授
（化学研究所）

理化学研究所研究貝

大阪大学教授
（細胞1二学センター）

ら紅京大ヴ：教才受　（－rl’Y：剖～）

ノし州メく学助教授（Jill学部）

組換えDNA実験安全委員会

所外委員（五十音順）

“ii木久尚1距ﾙ剖、）

岩城之徳惰㌶灘剖～）



9

予 算（昭和61年度当初）

9

人　　件　　費

運　　営　　費

（単位：千円）

461，066

9，693

設備費95，350
その他392，205
合 計958，314

各種学術調査のスナップ写真

　　　　Tl、，，、；．　　　　　iLS

　　　　　　　　　・　　　　　　　　　：竺　　　　　　藍墨s’　・’“温xri
　　　　　　　主緬宇一・　　ぴ・㍗⌒尉
　　　　　繭’・1釦、へ　　　f　’N’．＾1

　　　　　　　、鞠』鱒識⇔・“　 ，

　　　　　　蕊　　　ミ心
　　　　　　　　　．ψ　’＾
　　　　　　　　’みぷバ　　　　　

tl

　ピ毒螺磯’・繧・r
　へ・・．．＿ン認’．　。・・1　臨r㌃調
『、．一一、　・．一一一＿．．＿．一中国のネズ，飼育ケ＝ジ、

科学研究費補助金（昭和61年度）

がん特別研究　　53，000

特定研究　16，600

総合研究　18，100
一i ﾊ研究　24，100
奨　励　研　究

試　験　研　究

海外学術調査

合

2．800

8，000

2，500

言十　　 125，100

　　　　　　　　　　　　　　　　　灘騰繍鶴

　　　　　　　　　　　　　　耀溺蹴錨酒1輝
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建物配置図（ゾー一ング計画図）

土地総面積　　　　　　　　　　105，957　m2

内訳
o鷲耀　19：：1：：：

建物総面積（建面積）　　　9，715m2

　　　　　延面積　　　　14，820m2

S　1／3，000（昭和61年4月1日現在）

L．．．．一一一一一．一一一．一一一一／

／

ご11

［：：＝コ　圃場ゾーン

［＝＝コ　温室ゾーン

［：：：コ　研究実験ゾーン

［：：：］　特殊実験ゾーン

［：：コ　飼育ゾーン

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

別　　　　　　　　館
養蚕室及びこん虫飼育室

職員集会所調　　節　　温　　室

渡　　り　　廊　　ド
ド1　動　 車　車　庫

卿　卵　育　雛　舎

検定舎（2むね）
放射線実験室
第2ネズごミA司十i弓こ

隔　　離　　温　　室
水　　川　　温　　室

自転車置場及び物置
特　　別　　蚕　　室
ボ　　イ　ラ　ー　室

研修室・ll凸菓庫

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

渡　　　　　 廊　　　卜

卵’i：　卵　育　細　舎

フアイロンi品ンiミ

フアイロン温室
堆　　　　肥　　　　舎

　糞　処　理　小　屋
第2ネズミ飼育室機械室

桑　　　温．　　　室

麦　　　温　　　　室

図　　　書　　　館

ネズミ飼育舎
第2ネズミ飼育室洗糠室
内部照射実験棟及び附属棟

桑　　　温．　　　室

行動遺伝学実験室

ペレット温室
遺伝実験生物保存研究棟

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

機 械 棟

廃　棄物保管　庫
ネ　ズ　ミ　附　属　棟

カイコ附属棟
公　務　 貝　宿　舎
微　生　物　附　属　棟

排　 水　処　理　棟

組換DNA実験棟
野　生　イ　ネ　温．室

動物飼育装置ヒ屋
実験圃場管理施設
日長処理装置
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研究の概要及び研究活動

「二至≡遺伝研究系

1．分子遺伝研究部門では，細菌及び動物ウイルスにおける遺伝情報の転写とその制御の機

構を分子レベルで研究している。

2．変異遺伝研究部門では，細胞の内的または外的要因による突然変異誘発機構を分子レベ

　ルで解析するため，DNA損傷の質的・量的な内容とそれを修復する細胞機能について研

　究している。

3．核酸化学研究部門（客員）では，核酸の構造及び機能を化学的手法に基づいて研究を行

　っている。とくに，核酸の修飾が遺伝子の発現や細胞の増殖分化などに及ぼす基本的側面

の解明をめざす。

、

A．▲

▲
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響叩

癬ごユ邊

買

c．．e

　

　

叱

鴫
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酬桝 si

　　　x。　　　1／

　　・』　一

　　　　軍

隅

　騨糠翻
‘　　μ’／

　　　　晶ぺ　

懸継岬
繍灘1羅，

　　l　　　l　　　　t

　　　　蹴1・，t

tr　　．　s　i
ぷ　　◇⇒　已こ　　♪

’｝　1　　　　摘「
　癖、　　　　　び

節　　　　　　曝’
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　　　　ア1，醐‘＃再’F］1
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　竃ぴ灘　．・
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㌧鍵幽
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＿讐憐
瑠］蝋，ト

4珊・

φ一」　　　　　　　　　　　、肺　’

　　　　Lkぱ
盤螺繕謙灘羅購灘・’、．

　　～川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

電　冨　’灘ご酬
　■　　■　　　・VNレ，・、　　　　　　　　　　　　　　　　1

塾縫蝿嚢、i馨

　　　　　　　　　総掘・聯・”

鷲

鰍　　’t

亀

〆r蚕

も

ll川 』
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陣

ii

分子遺伝研究部門

　遺伝子は，細菌（大腸菌）でも数千，ヒトではその千倍もあると推定されている。ところ

が，そのうちで発現されているものは，大腸菌では数10％以下，ヒトでは，臓器や組織によ

って違うが，1％以下である。生物が，その生活環境に応じて，どの遺伝子を，どれ程に発

現させるかを決める調節のしくみを分子の水準で理解することは，分r一遺伝学の究極のR標

のひとつである。

　分子遺伝研究部門では，遺伝子の発現が主として遺伝子からRNAが転写されてできる段

階で調節されることに注目し，転写とその調節の機構の解明を目的とした研究を行っている、，

　（1）原核生物の転’」：制御の研究：細菌遺伝fの転写信号強度を，試験管内再構成系で実測する系

　　が，当研究室で開発された。この系を用いて，リン酸化や，転写諸因子との相711作用に伴う構

　　i巴変化に起因する転写装置RNAポリメラーゼの機能変換による転写制御の仮説の実証が進め

　　られている。　ソ∫，この研究のなかから発見された転写因子については，蛋白構造の知見か’）

　　出発して遺伝r・を同定し，人一1：変異を導入することによってその生理機能を検証する研究がh’一

　　われている。

　（2）真核生物の転写制御の研究：真核生物の転写制御の研究は，動物ウイルスを素材として行わ

　　九ている。インフルエンザウイルスなど転’tj：酵素をもつウイルス粒子から純化されたRNAポ

　　リメラーゼは，いずれも多機能酵素であることが明らかにされた。感染後に，宿主細胞1大げと

　　も相η1作用をしながら，その構造と機能が変化し，その結果ウイルス遺伝了一の転写バターンが

　　変動する様相が分r’の水準で解析されている。

璽

凸

■，■‘■◎■」

▲大腸菌各種遺伝子の転写開始点を指令する信
号（プロモーター）の構造。RNA合成開始
点の上流2ヵ所に共通構造（－10信号と一35
信号）がある，、

インフルエンザウイルスの粒子と遺伝子の構レ
造「遺伝子は8本のRNA分節よりつくられ
ている，、

）

、

ぜ

バ蹴
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変異遺伝研究部門

変異遺伝研究部門では，主としてつぎのような研究を行っている。

（1）突然変異の分子機構：生物における突然変異は，その発生・生存・進化に深くかかわ

　っており，その機構の解明は，生命の本質を知ることにつながる。突然変異はDNA損

　傷の修復の過程として誘発されることが多い。主として，バクテリア・ヒトの培養細胞

　およびマウス個体を材料として，DNAレベルにおける問題として捉え，比較・解析を

　すすめている。

（2）放射線および化学物質によるDNA損傷の修復：ガンマー線，べ一ター線（トリチウ

　ム）や種々の化学変異原物質によって誘起されるDNAの損傷は，細胞のもっている多

　様な働きによって修復される。DNA修復が正常に行われないヒトやマウスの変異体の

　性質の解明，修復の活性化因r一や阻害因子の分離とその作用動態の観察，修復酵素の分

　離とその機能の解析，試験管内DNA修復モデルの作製と利用などを通じて，　DNA修

　復とそれにともなう突然変異の機構の解明をめざしている。

（3）変異原・がん原因子および抗突然変異・抗がん因了：これまでに開発した枯草菌rec・

　assay，サルモネラ菌SD－assayなどを利

　用して環境中の種々な変異原・がん原因

　子の検出を行うとともに，突然変異およ

　び発がんを抑制する因子の研究をすすめ

　ている。

（4）枯草菌の特性：枯草菌における胞J’・分

　化および突然変異の制御に関する分r・遺

　伝学的研究をすすめている。胞子分化に

　関しては，細胞の増殖と分化の双方に関

　与し，細胞の形態を決める遺伝子の機能

について研究を進めてい

る。突，然変ll約三成の制御

に関する研究は，細胞の

増殖にとって必須の染色

体複製に関ij一する遺伝r一

の役割を中心に研究して

いる。

放射線高感受性のマウス突然変異体wasted（左）と
その兄弟の正常なマウス

ヒトの胎盤抽出物による放射線（ガンマー線）誘発突然変異の抑制。左は，
大腸菌（巳coli　B／r　WP2trp）の変異体コロニーを示す。右は，菌の生育を
阻害しない濃度の胎盤抽出物を加えた場合
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細胞遺伝研究系
「

1．細胞遺伝研究部門では，ネズミ類を主体に染色体バンドパタンの亜種特異性，亜丁・n間雑

種の減数分裂期染色体の行動，主要組織適合抗原（MHC）の多型，　MHC及びリボゾー

ム遺伝r一の亜種間変異・，化学発がんに対する免疫系の遺伝的影響などについて研究を進め

ている，、また昆虫類の核型進化機構の考察並びに器官発生の遺伝的調節機構についても研

も

究している，，

2．微’k物遺伝研究部門では，細菌の細胞分裂の機構，染色体上の遺伝r一の配列と↑善造，D

NA複製の開始と終結，ペプチドグリカンの生合成，ジーンバンク，ミュータントバンク

の創設などに関して研究を進めている、，

3．細胞質遺伝研究部門（客員）では，原核及び真核生物の細胞質因子を研究し，それを利

用して遺伝r一の機能と構造を解明しようとしている，．）

■

◆

et　“o

。‘“

霧

冶髪

・蕊鳥1

十
5；　°／

Linkoge　Mop　of

　　　％e
／、

紮パ、

ご‖1

〈大腸菌の全染色体をコスミド・ペ
　クターでクローン化して全染色体
　の遺伝子バンクを完成する研究を
　進めている（京大・化研・高浪研
　究室との共同研究）。左図は昭和61
　年6月現在までにクローン化され
　た遺伝子をしめす、，青は既にクロ
　ーン化され，染色体地図上の位置

が明らかなものである。赤はクロ
ーン化されたがまだその位置が明
らかでないものをしめす、、これが
完成すれば大腸菌の全遺伝子を意
のままに分離し増幅でき，全染色
体の制限酵素地図も作成され，そ
の全塩基配列の決定もされること
になるであろう。
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細胞遺伝研究部門

　実験用マウスは70年をこえる遺伝学的研究の長い歴史と莫大な実績を持ち，哺乳動物遺伝

学の研究材料としてもっとも優れたものといえよう。さらに，これらのマウスと同じ種であ

る野生マウスのもつ変異に豊む遺伝子に着目すれば，より新しい研究の発展を期待すること

ができる。

　この研究部f’『ではマウスを主体にその種分化のパターンを遺伝学的な手法，とくに染色体

C一バンド，生化学的遺伝子の頻度，ミトコンドリアDNAの制限酵素地図，リボゾームDNA

の一次構造などから解析する研究を進めている。この結果，日本産野生マウスの遺伝学的な

独自性が明らかになった。

　さらにこの材料の特性に立脚する研究も進めており，日本産野生マウスの細胞抗原遺伝子

（H－2）を導入した実験用マウス系（コンジェニック系統）の育成，DNAレベルにおけるH－

2遺伝fやリボゾーム遺伝子の分析，H－2領域の染色体組換えを促進する遺伝子の単離，亜

種：間雑種における減数分裂機構の研究などを行っている。

　一一方，発癌に対する遺伝要因の研

究もマウスを材料として行っており，

とくにH－2コンジェニック系を用い

た免疫遺伝学的および細胞遺伝学的

なアプローチを進めている。

　マウスを主体とする研究の他に，

アリ類の種分化と核型変化の関係を

染色体進化という観点から分析する

研究が行われてきたが，染色体進化

機構の考察を動物種全般にわたって

より広く進めている。

　またショウジョウバエを用いての

減数分裂機構の研究並びに個体の発

生と分化過程における形態形成に働

く遺伝r一の発現の調節を明らかにす

る研究を，細胞遺伝学および分Ji遺

伝学的手法を用いて進めている。

染色体が1本のアリ（MyrmθGla　pilosula，n＝1）

主なハツカネズミ亜種分化とリポ
ゾーム遺伝子DNAの変異

’xA

ム
●囎B
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、

微生物遺伝研究部門

　微生物遺伝研究部門では細菌のDNA複製，核分裂，細胞分裂の機構の研究を，遺伝学的，

生化学的，並びに組換えDNAなどの手法によって研究している。この目的のために，遺伝

学的にもっともよく知られている大腸菌をモデル細胞系として，つぎの3方向から研究して

いる。

　（1）DNA複製と核分裂に関する研究：DNA複製と核分裂を行う大腸菌遺伝子，プラス

　　ミドDNAによる複製開始の制御，　DNA複製開始域の塩基配列（写真上）に対応する

　　機能の研究。

　（2）細胞分裂に関する研究：細胞分裂遺伝子（写真下左）細胞表層を構成する高分子の生

　　合成とそのパターン形成，サキュルス分子（写真下右）の生合成細胞表層形成とリボタ

　　ンパク，ペニシリン結合タンパクの細胞分裂への役割などの研究。

　（3）大腸菌の高分子（DNA，　RNA，ペプチドグリカン，タンパク質）生合成に関する

　　温度感受性変異体の系統分離に関する研究：この研究に関して，国内外の研究者達との

　　共同研究。

　以上の方向からの研究を推　　　　　　　　　　　　AGATCTATTT　ATTTAGAGA了C了6丁了CTA了了

進することにより，細胞が整

然とその巨構造をつくり，生

長し，分裂する全過程を分子

水準で明らかにすることを究

極の目的としている。

GTGATζTζ了了　ATTAGGAT⊂G　CACTGくCCTG　TGGATAACAA　GGA了CCGGCT

T了了AAGATC：A　ACAACCTGGA　AAGGATCAT了　AACTGTGAA了　GArCGGTGAT

⊂C了GGACCGT　ATAAG（TGGG　ATCAGAATGA　GGGGTTATAC　ACAA（：了CAAA

AACτGAACAA　CAGTTGTT（T　TTGGATAAC了　ACCGGT了GAT　（CAAGζ了TCC

大腸菌複製開始域の塩基配列（京大・化研・高浪研究室との共同研究による）

　　．、、雛　鵜：1露
　　　　　　　　“、，

　　　　　　　　　　　方編〔撒

難

　　　　　　　　蕪

．N”］／t：

統8勾　　・う

　窓臓．

鞭，．三

　　　　1㎡．

　　パ＼んl
　　　　　t聴継、声

畷憤肇．
㌔・’ ﾕガ品ntL

･　　　一いず垂

　　　．11

㌔鷹

一」
細胞分裂遺伝子をもったプラスミドDNAの　　細菌の細胞分裂の構造担体と考えられるムレインサキュルス分子の
電子顕微鏡写真　　　　　　　　　　　　　　　電子顕微鏡写真



18

「二繊障憂垂脳
1．発生遺伝研究部門では，淡水ヒドラを対象として，発生異常を示す突然変異系統を多数

分離・同定し，それらを利用して動物の形態を決定する基本機構や細胞の分裂と分化を調

節する基本機構の解明をめざして研究を行っている。

2．形質遺伝研究部門では，生物の発生過程や突然変異生成過程において各種遺伝的形質が

　いつどのようにして発現するかのしくみについて，カイコやショウジョウバエなどの昆虫

や哺乳類などの培養細胞を用いて研究を進めている。

3．生理遺伝研究部門（客員）では，生物の個体発生において種々の組織や器官の分化する

機構と，それに関与する遺伝子の作用について，実験的および理論的な研究を行っている。

犠羅
　　　　　嬉

玩碑

墜蘂蹴・
　　　開rr

藍

㌃㌣

発生遺伝実験室 ヒドラの神経網

パソコンによるデータ整理 形質遺伝実験室



19

発生遺伝研究部門

1

1

　

この川生過和に1∫’・〔常を小すものか多くある　／1たとえぱあ胎hの形質転換
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二わイニ】U）玄力ERにDNAを注三身］しノ．糸｛1一ギ，

るぷ統ぱ足はi1’1常に川牛．小るが，川1．t川牛しない．　kた　形質転換て黒色卵が生まれた例

り1Jしノ）、fこ糸充‘よ，　］Ltcノ）カ・メ）りに」川を一呼戸LL，　双、肛｛ソ）ヒド’．フカ・

でさて1．kう．．

　　こ　しノ）　．k　　・）　イズ／二1：タそミ’4～こ　1；lll，．／i7こ糸’YliC．t勺　　　lli’ノ1／．”～tj㍉㌔～（　：　t，；V．i・E　r．　ノ．：　し　、　ノ，ノ　し　、　ノ／ノ　しノ），lrい・［，↓㌦！cノ）　’）　　t．ノ，　　　．｝二“　：ニ　ノニノiC　ニ　イr・∫　t’）　ノ〈ノ・

＿．，ノ　）　t“｛1，－ii～’　ノノこ　1；111　カ　 ー　’i／＿　1．』　ゴ（　 し　 、　イ：）　　t’ノ　しノ　）　　11：　　弓．　ノ三　 ‘〉 C　i　t　　～：）　‘、　　　　二　 tノ）　、　k　　 －）　　（　：　 ｝IJ一　ノ1：t　べ　 ，　一芝一　ソ）　flLこノ）　イ査　ノ1二．　ilEISi　l・11“i　（　：　　㌧1｛しノ1；｝～r　／六＿・　～」’〈

す突然変II日’、統を多く分離！．て，その）1”・lz常・門1を詳細に解］戊一る…．に．い）、1ト川な充ノ1弔隻柑

のll㌧イ，〈原」．ll！を理解小～1、ための研究・勺現在肛y）てし・る、、

　　L　ノ　：　・タiニノ1：．直Ii　fノ：イljl・’ブ1’1「㌧；・1～1｜Ij　・ご∵（．［¶　　］1し！1［，　　イ1111，tl’ttリノ↓二　㌧“‘　二　」∫（　）一　イ：，　川．三」1㌧〔｜巨！く’i・～《：しノ）Wi’タ、：、　　　t：　く　　‘　’　‡｝｜　「　　L　・一　＼　　ッ

ク．　1川イcソ）イリ「《ヒも．ifi，ぴ）㌃し・～：）．

　　　　そ刀1杓1餅J　　　　　　　　　　じ刀lltJi（IEIIi．　f麦

納部と川郎｛．J／防後のヒドラσ）再生．

再生2日 再生4日 再・生6日

E

；

t
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形質遺伝研究部門

　高等生物の体は，1個の受精卵から始まり，これが細胞分裂を繰返し多くの細胞となり，

種々の異なった組織や器官が分化して成体となる。この発生の過程に，細胞の中に組み込ま

れた遺伝子が順次発現されて，それぞれの生物に特徴的な形態や機能が分化してくる。

　形質遺伝研究部門では，このような高等生物の種々の形質を支配する遺伝子が，発生過程

において，いつ，どの組織に，どのようにして発現するかを，ショウジョウバエやカイコな

どの昆虫や，高等動物の培養細胞を用いて研究を行っている。また，化学物質や放射線によ

って遺伝子に突然変異を起こさせて，その突然変異の形質が発現するしくみについて，哺乳動

物の体細胞系やカイコの生殖細胞を用いて研究を行っている。

　ショウジョウバエは遺伝学的にはもっともよく研究されてきた材料であるが，本研究部門

では，その発生初期の胚の細胞を体外培養する技法を開発し，幼虫の筋肉や神経などの分化

をガラス器の中で起こさせ，それを支配する遺伝子の解折を可能にし，また昆虫ホルモンの添

加によって，成虫の複眼や翅，肢の構造を分化させることにも成功した。

　また，カイコはわが国独特の伝統ある研究材料として，本研究所でも多くの突然変異系統

が保存され，遺伝学的にも有用な材料であるが，本研究部門ではこの材料の特徴を生かして，

種々の形質発現のしくみを染色体の転座や欠失などを利用して解析している。また，カイコ

では種々の物理・化学的処理によって，単為生殖や倍数体を簡単に作成することができるの

で，これを利用した発生のしくみの研究も行っている。

　ヒトを含む哺乳動物の培養細胞では，各種培養i条件を厳密に規定できるため，高等動物に

対する化学物質の遺伝的影響をしらべるのに有利である。これを用いて微生物の系では検出

できない多くの発がん物質の突然変異性を検出している。

倒立位相差顕微鏡による培養細胞の観察

‘ご

麿

カイコ神経球細胞のモザイク
野性型雌由来（あずき色）と変異型由来（白色）の
モザイク神経球を示す
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集団遺伝研究系

1．集団遺伝研究部門では，生物集団の遺伝的構造を支配する法則の探求をめざして研究を

進めている，、とくに，分∫・レベルにおける種内変異と進化の仕組みを確率過程として扱う

　理論的研’グヒと，社会生物学の「P要問題である利他行動の進化を集団遺伝学的に基礎づける

　研究を行っている、，

2．進化遺伝研究部門では，生物進化の遺伝的機構の研究を進めているf，とくに種形成に関

　する遺伝機構の集団生物学的理論の研究，ショウジコウバエ種間の遺伝的隔離に関与する

　遺伝Iiとその発現様式の川：究，放射線を使ったマウスの発生L，’，t・常に関する遺伝的研究及び

　DNA塩基配列データに基づ‘く分r・巡化の研：究を／i　．．，ている、、

3．理論遺伝研究部門（’吝　t　’Dでは，集卜｝’1遺伝モデルグ）解析，実験データの統計的分析など

　の理諭川に関する研究を進めている、，とくに中、7二説を検証’う　るための実験データの分析並

　びにD［NAデー一タの比較研究を行っている、、

地理的構造をもつメンデル集団における遺伝的変異の消長は複雑な拡散
方程式（上の式）によって記述される確率過程である、、しかし，この場
合適切なローカル・ランダム・タイム変換（中の式）によって極めて簡
単なマルコフ過程（下の式）となり，多くの情報が得られると共に集団
構造に依存しない不変量の存在を示すことができる、

P
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集団遺伝研究部門

カンブリア紀

オルドヒス紀

ンルル紀

デポン紀

石炭紀

二畳紀

三畳紀
中生代

ジュラ紀

白亜紀

新生代

　1つ1つの個体ではなく，それが集まってできた集団（主として繁殖社会）を対象として，

その内にどのような遺伝子がどんな割合で含まれるか，またどのような法則の下に遺伝的組

成が変化していくかを研究するのが集団遺伝学で，種内変異や生物進化の問題とも深いかか

わりがある。たとえば日本人は全体として1つの集団をなし，肉体的，精神的な特徴は個人

ごとに差があるが，そのかなりの部分は遺伝的なものと考えられる。さらに血液型や体内の

化学物質（主としてタンパク質）など目に見えない特徴についても予想外に多くの遺伝的な

変異が存在する。集団中に，このような変異がいかにして保有されるかは重要な研究課題で

ある。集団遺伝学の研究においては実際の生物集団の調査以外に，数学的モデルの解析や，

電子計算機に有性繁殖を行う生物集団のまねをさせる模擬実験（モンテカルロ実験）も行わ

れる。

　本研究部門ではこういった仕事も含め各種の研究が行われている。その内でも学界の注目

を集めるようになったのは集団遺伝学の数学的理論と分子レベル（遺伝子の内部構造）での

進化の知見とを結び合わせて、新しい分野を開拓する仕事である。この研究から生まれた分子

進化中立説，すなわち，「分子レベルでの進化の仕組を説明するためにはダーウィンの自然

淘汰説だけでは十分でなく，自然淘汰に中立な突然変異遺伝子が集団中で偶然によって増減

する現象も極めて重要な役割を果している」と主張する学説は大き’な論争をまき起こした。大

規模な重複構造を持つ多重遺伝子族や，核外の遺伝因子（ミトコンドリアなど）の変異と進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化の問題　さらに社会生物学で重要な利他行動の

　　　6｛㈱　　　　　　　　　　　　　　進化機構などもこの部門での研究題目である。過

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　去10数年の間に世界の集団遺伝学の流れには大き
　　　5　　　　　　　　　　●一一一一（り）α韻とβ鎖の重複による分化

4．4

4、0

35

2，7

2，25

L8

｜．35

07

O．O

　〆口～』軍螂
　　サメ　 コイ　イモリニワトリハノ　 ルー　イヌ　ヒト

サ　　　メ

：コ　　イ

イ　モ　リ

ニワトリ

カモノハン

カンカルー

イ　　　ヌ

ヒ　　　ト

59，461．4 59，760．4 55．4 56．8 53．2

53．2 5tム53．6 50．7 ‘7．9 48．6

ム4。750．4 47．5 46」 44．0

34．0 29」 31．2 24．8

34．8 29．8 26．2
ヘモクロヒノα鎖を比

ﾘたときのアミノ酸の

痰｢の％

23．4 19．1

16．3

な変革があったが，それに対しこの部門の前身で

ある集団遺伝部の果たした役割の重要さは広く認

められている。教授木村はその功績により文化勲

章を受けた。

電子計算機は集団遺伝学と進化機構の研究にとって
強力な武器となっている



進化遺伝研究部門

　生物進化の遺伝的機構を解明するための実験的および理論的研究を行っている。実験的研

究は主としてショウジョウバエとマウスを材料に用い，種問を遺伝的に隔離している遺伝子

について，その同定と発現様式の研究を進めている。また，今までに系統分類の明らかにさ

れていない幾つかのショウジョウバエ属について，遺伝学的立場からの分類を試みている。

マウスは哺乳類としてはもっとも遺伝学的研究の進んでいる生物であり，いくつかの遺伝r一

座のマーカー遺伝子は毒性テストに役立つ可能性をもっているのでより優れたシステムの開

発研究を進めている。

　…方，理論研究の面では，集団遺伝学および分子進化の理論に沿って，集団の地理的構造，

種を隔離する遺伝子についての確率過程モデルの解析を行っている。DNA解析技術の進歩

にともない，最近多くの遺伝子の塩基配列が明らかにされた。これらのデータを比較分析す

ることにより遺伝rの進化の歴史が明らかになる。この部門では，分子進化の研究に役立つ

分析方法の開発およびRNAがんウイルスの相互進化関係を明らかにしようとする研究を進

めている。特に，最近では，レトロウイルスというがんウイルスのRNAゲノムは，宿主D

NAより約百万倍速く進化することを明らかにした。こうした知見は，　RNAウイルスの分

子進化だけでなく，レトロウイルスによるヒトの白血病やAIDSの疫学的病像を探る上でも

有用であることが期待されている。

キイロショウジョウバエ亜群8種（♂）

①Drosophlla　melanogaster

②D．simulanns

③D．　mauritiana

④D．・sθchellia

⑤D．telSSIerl

⑥D．yakuba

⑦D．erθGta

∫8）D．orena

　　　　　　　哺乳動物（ラット，マウス，ヒト）とトリに肉腫を起
　　　　　　　こす発がん遺伝子（c－mos）とイースト菌の細胞分裂制
　　　　　　　御遺伝子（CDC28）の進化的関係。この系統樹はそれ
　　　　　　　ぞれの遺伝子のDNA配列を比較し，塩基置換数（図の
　　　　　　　縦軸）を推定することによって得られた。このことよ
　　　　　　　り，発がん遺伝子は細胞分裂をコントロールする遺伝
　　　　　　　子と進化的に深いつながりをもつことが示唆される

PW　系統のマウス（写真左）は，当研究所において，
生殖細胞の突然変異を検出するためのテスターとして
育成されたもので種々な標識遺伝子をもっている。そ
れらのうち毛色に関する遺伝子を用いて，スポットテ
ストを行うと，色素細胞（体細胞）の突然変異を，色
調が異なる斑紋（写真右）の出現によって検出できる

23
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総合遺伝研究系

1．人類遺伝研究部門では，ヒトにおける各種の遺伝現象を，分子・細胞・個体・集団の各

レベルで研究し，それらを統合的に理解することをめざしている。とくに先天性代謝異常

や小児悪性腫瘍の発生に関与する宿主と環境要因の解析，DNAレベルの遺伝子変異とそ

れにもとつく活性タンパク質分子の構造と合成異常，DNA塩基配列からみた日本人集団

の遺伝的特徴などに関して研究を進めている。

2．育種遺伝研究部門では，有用動植物に関する遺伝学的研究，とくにイネを対象として，

　進化と適応及び生化学遺伝に関する諸問題の研究を行っている。

3．応用遺伝研究部門（客貝）では，医学または農学領域における遺伝学の応用に関係した

　基礎的研究を行っている。

実留』
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人類遺伝研究部門

　この部門では，ヒトの正常ならびに異常形質に係わる遺伝現象を，遺伝子DNAと染色体

との関連のもとに，分子・細胞・個体・集団の各レベルからアプローチして研究し，それら

を統合的に理解することをめざしている。

　例えば，新生児150人に1人は何らかの染色体異常を持っており，その多くは精神的・身

体的な発達の遅れを伴ってくる。また，単一座位の遺伝子異常による遺伝病の種類は3，000

を超えるが，一生の間にそのどれかの異常を発現するリスクのあるものは新生児コーホート

の約1％と推定される。大多数の染色体異常と優性遺伝病の一・部は，健康な親の配偶子に生

じた新生突然変異によることが判っている。本研究部門では，白血病細胞や網膜芽細胞腫な

どを手掛りとして，こうした突然変異の成因と細胞の増殖・分化の遺伝子発現ならびに腫瘍

化の際の宿主抵抗性について研究を進めている。

　また，他の人種集団と比べた場合の日本人の遺伝的特徴は何かを，ヘモグロビン，酵素な

どのタンパク変異やDNAの塩基配列の上から研究している。例えばヒトのミトコンドリァ

には約16，500塩基対からなる環状DNAが含まれ，それは母系遺伝をする。このDNAを各

種の制限酵素で切断し，アガロースゲル電気泳動によって切断パターンを識別すると，顕著

な個人差が見られる（図1）。いま15種類の制限酵素に、よる型の組み合せで分類すると，口本

人は少くも22種類のタイプに分けられるが，各タイプ問の塩基置換数に基づいて，それらの

系統関係を探ることができる（図2）．

　さらに，遺伝病理学の立場からみた日本人の特徴は何か，日本人にとくに多い（または少

い）遺伝病はどれか，今日の少産少死パターンが21世紀を通して長く続き自然淘汰が緩んだ

場合，日本人の遺伝的健康は将来どのように変化すると予想されるか，といった問題につい

ても考察を加えている。

39→
32－
24－●

21～→
20r．＝
19／

1．4’

12→

09←

04－‘

Hinctl

21　3591011

伝ジ

　　　ら　
拳齢．36

拓
蜘〉
編｝←で23

図1：ヒトのミトコンドリアDNA多型。制限酵素
H｝nc　IIによる7種類（上段の数字は各型）の切断
パターンを示す。両側の数字は断片のサイズ（Kllo
base）

図2：ミトコンドリアDNAの各タイプ（右側の数
字の1から22）の間の塩基置換数を基に作成した
系統樹。日本人はかなりの遺伝的多様性を示し，
そのルーツは旧万年をさかのぼることが示唆され
る

1
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育種遺伝研究部門

　育種遺伝研究部門では有用動植物の遺伝および育種に関する基礎的研究を行っている。動

植物の遺伝的改良をめざす育種とは，人間の管理の下での動植物の小進化に他ならないとい

う観点から，進化と適応のしくみおよび有用特性の遺伝的基礎を明らかにすることをこの部

門の課題としている。

　植物では主としてイネを用いてつぎのような研究が行われている。イネにおける3つの方

IhJの分化，すなわち，（1）野生イネの種内分化，（2）野生イネから栽培イネへの分化，（3）栽培イ

ネの品種分化，のそれぞれの機構を解明するための実験的研究が継続されてきた。現在は，

繁殖様式・出穂特性など生理生態的特1生の分析とその適応的意義，雑種に現われる致死・弱

勢・不稔性を支配する遺伝子の分析とその地理的分布，アイソザイムの遺伝子分析とそれを

標識とした集団生物学的研究が進行中である。また，最近になって遺伝資源としての重要性

が認識されるようになった野生種の生活史と集団の遺伝的変化を熱帯の自生地で追跡するこ

とを日的とした生態遺伝学的研究を，遺伝実験生物保存研究センター・植物保存研究室と共

同で行っている。

　また，イネの系統分化を胚乳タンパク質のレベルで調べる研究も進められている。胚乳の

タンパク質量は約10％だが，その大部分はグルテリン系で不溶性タンパク質に属する。この

度，アルブミン，グロブリン，プロラミンの分別抽出後，これを8M尿素液に溶解する方法

を開発できたので，全4タンパク質分J’一種の2次元泳動による分析がようやく可能になった、，

図に見るように，FI本型とインド型には明確な差異が見られるが，グロブリンとプロラミン

も同様である。しかしアルブミンでの差異は僅かであった。

　動物では，i－1としてウズラを用いて環境に対する適応的行動の遺伝学的解析と，育種法に

関する実験的研究を行っている。現在は，異なる環境下の選抜実験による適応的反応の遺伝・

育種学的解析，ならびに，人為的環境に対する野生ウズラの適応的行動とその変化について

の研究を続行中である，、

1
1

イネ種子のグルテリン分画の　雄しべ・雌しべが大きく，
等電点ゲル泳動パタン。（左：　他家受粉に都合のよい花の
日本型品種，右：インド型品　構造をもつ野生イネ
種）

野生ウズラ
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遺伝実験生物保存研究センター

　特性の分析が十分に行われ，また遺伝的に高い均一性を持つ生物材料を注意深い管理の下

に維持・保存することは，遺伝学研究の基盤として極めて重要である。またこのような遺伝

実験生物のもつ糊生をふまえて独創的な研究を進めることも大切である。このため当研究所

では研究部門とは別に哺乳動物，無脊椎動物，植物，微生物，遺伝資源の5研究室によって

構成される遺伝実験生物保存研究センターをもうけ，重要な遺伝子や生物系統の保存分譲，

これら実験生物の遺伝的特性の開発等に関する研究，系統生物に関する情報の収集・システ

ム開発等の活動を行っている。

薦

苔

・癒質

’愛灘

“もA繍

Ptf　e’a」，1「「

封ey

一（⌒▼一　’　州　　［、　開一一一’

一
一《4

s　　▼
　＿蠕六・写『二
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i

／

1．哺乳動物保存研究室

　マウスの基準近交系，突然変異系統，コンジェニック系統，ラットの近交系等を維持し，

さらに日本の野生マウス集団から遺伝子を導入した新しい免疫遺伝学研究用系統を開発して

維持すると共に，主要組織適合（H－2）複台遺伝子に関する免疫遺伝学的研究を行ってい

る。また，マウス初期胚および精子の凍結保存技術の実用化も進めている。

2．無脊椎動物保存研究室

　ショウジョウバエ，カイコの研究用系統の維持を行うと共にショウジョウバエ自然集団中

の染色体逆位の収集・解析，カイコ遺伝子ライブラリーの作成，フィプロイン遺伝子の系統

間比較等の研究を行っている。

3．植物保存研究室

　イネ，ムギ，サクラ，アサガオの系統保存を行っている。このうちイネは過去25年以上に

わたって熱帯アジアを含むイネの野生地から収集したもので，他に類のない貴重な遺伝資源

であり，これらの材料によってイネの系統進化の遺伝学的解析，生態学的，および生化学的

研究を行っている。また，ダイズ，トウモロコシを用いて環境変異原物質の植物に及ぼす影

響の研究も行っている。

4．微生物保存研究室

　大腸菌，サルモネラ菌，枯草菌，その他バクテリオファージやプラスミドの系統の収集保

存と，特1生開発の研究を行っている。研究面では特に，大腸菌の温度感受性細胞分裂変異系

統を使用し，細胞分裂を制御する遺伝子の解析等の研究を行っている。

5．遺伝資源研究室

　広く遺伝資源生物に関する国内外の情報を収集，解析，整理し，所内外の研究者に情報の

提供を行う。また，系統情報の管理システムの研究も進められている。

野生イネ温室

酉

糊

簸
　　ロプダレぷぴがエ

　　鷲繊
遺伝実験生物保存研究センター
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遺伝情報研究センター

　遺伝学の中で遺伝情報に関する研究の占める比取が急速に増加し，百要性が高まる状態の

中で，本研究センターは研究所内外の強い要請のもとに設置された、，本研究センターは遺伝

情報に関する分r一レベノしのi：として実験II〈J研究を行う3研究弓ミとコンピュ…タによる情報の

研究を行う1研’先室の合わせて4研究室からなり、これらは／1：いに有機的つながりを保ちな

がら，それぞれ独、フ1な研フヒ活動を進めると共に，研究所の他研究部門及び他研究機関との共

1司研究を行っている，、

司水’平方向にサンフランシスコ地方の
　AlDSウイルス（ARV），垂直方向
　にニーLヨーク地方のAIDSウイルス
　（HTLV　IIDをとり，両者のゲノ
　ム配列をコンピュータで比較したも
　の　同じ配列部分は黄色い直線で表
　わされている．赤色の直線は，ウイ
　ルスの外膜部分を示し他に比べてよ
　く変化しているのがわかる
　　（プログラムは青田伸一氏提供）

E

ti

口T　回A　［コG　［：］C

1｝　1ハ　It　．1　　　　，　　　　ノ　1　　’ノ

　オ　　　　1　°lltf．

［＋‘．川向1．　r／li1い1．

，1　・L

　　　　　　　1い占・　・　　　…　　　　　‘
　．’‘‘1・．‘　，～1‘・　‘．　　‘

　‘「‘」　；δt・　，．　　．

　㌦‘LI　I’1、　叶1‘　．　　，

　．．ト　ト1　　　　 ”　　　
41、　ご　　‘

　　LJJ）1　”‘1’t
　‘．t’レ　．　　ノ　　　　　11t，．

　㌧’1‘、u．　．’t｝L‘fl‘rllClt　　t」

　　／・踊‘J．‘　’　t　’．・　　‘

．ll層1・］1．］’．／B　rW，’．・

1

lnc　th　，・」　fiL　ts　．，　ツ　　ノ

　E」【トr、トtar‘ト　　 ～tj　 Ir　 （　 1 p｜　　

　1Hltl　，「q．dH，「川’1い

　kHRi　l［IN、　．　．）t．　d　L！小、

　wド「〈リ　　パt／f1、～Ll
　／／｝’1「↓‘」・t　t’／　ハノノtOl

　　hay‘1　t，，．1．r1．L＋．Lr［）L　．

　　　　　　t」　‘‘‘ハト　‘　　　　　　　　　　　L　　 @　　噛．　．

‘L　　　　　　　　　　L”

　　　　　ド、h「　1　　1　1　　　　、　．　ti1‘

1川1　　　°、H）」‘　．㌔「　　　　「．

@　1　‘‘．「・LI‘1‘1　．　：　L・

H，‘　　　‘僧トtl・1　’l　　t　　tl

．F1 ドr ．ノ」　1，．1　V（t　 ト，　‘　　　1　 ‘］　E　‘

与　．、tl　l　I　　　　IL，i」」‘　　．

L　⊥1 ，　　　　　　　　　　．　　：　：　｜

、　　　，　、　．　・　r　　　・　・　、　　　・　．・　　‘　1

・　・　・　・　・　・　　　　・　　・　…　　　‘　　一　　．’

r　．　　　F　．　　　F　　　　　　　F　，　．　1‘　　　‘　　‘1

1　・　㌔　　　　．1　L．　’1　　「’　．　．　’ll・

1．　’　　　．　‘　’．」　　　］　”　．、．　　　‘．　　ド’、

　．1　．二．］．　、　　　　解’・、杁’　‘　　　｛ゴ　　．　ノメ

・．　、　．　i

　　　I），1、に　ll‘　IF・・　　　　．1‘it．，1　《1‘．L・「㌧

　　　‘1，：・．’　t．・1‘‘1．　　　」．，トニ，．．り．｝’t‘、L．‘・

，　1　　　　　　　　　　　．　，　．‘‘‘‘l　　　　　　l1　‘‘．，　［．‘　・．

り．“　．　：　　1　　　、・’川‘　　1、　　　　　∪「．　1，　‘・、‘1川’

　　　1　1、．’「「‘1’‘．．　　　　　t‘　　　‘‘・・‘1］‘‘1・．

’「L．‘ @｝
．　　　　　　　　」1　　　「　　’　　「11一ρ己∀も　　ll．“　　　．．

　　㌔．　．　ψ1．．‘　　‘　　　　　　ん　　1．　　1　　、　．‘

　‘．　　　1　　’　　　　、1　．　　　　　、　　　　　’‘

　　、　　　　　　　　、　　　　・、　1　、人　．　lF　‘

　．．1　　‘㌧’　　．．．　　　　．　　・t　　　　　I　　　」‘　．山IP」

‘’　　　　　　　　　．．　　‘　　」　、　・l　l　　‘．‘‘．

11　　　　　呂’1　．　1‘　「’1，　．　　‘rv‘‘，　11「

．1」r．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1　’　　　‘1　．

　卜．峠1．　．　　‘　1　　、．．‘，‘　　　　　」　．　‘”．・・

　　、　　’．1　1．rF．．　’　　　　　1

　　　　　　　　　‘　‘‘F．．1燈．．

3y90｝

40501

41101

・11ノリ1

1？「川1

42yaI

43！Ol．

441〔11

：



30

，

1．構造研究室

　遺伝子の核酸構造と遺伝子発現に関する分子機構の研究を行っている。

2．組換え研究室

　遺伝情報に見い出される生物種によるコドン選択パターン（方言）の解析とその生物学的

意義及び方言が確立して来た進化の過程を解明する研究を行っている。併せて，DNA組換

え手法を利用し，脳で発現される遺伝子群の解析を進めている。

3．合成研究室

　人工合成DNAと遺伝子操作技術を利用して真核生物の遺伝子発現制御の分子機構に関す

る研究を行っている。

4．遺伝情報分析研究室

　コンピュータによる遺伝情報の解杭分子高次構造の研究を行うと共に，日本のDNAデ

ータバンクとして，データベースの構築と利用，解析プログラムの開発とデータ解析の業務

を行っている。

1

f

l

i

1

　　　　燃癩齢繊葬湊弥

　　一慾　締晦

硲e

暢

マウス脳に存在する低分子量RNA類の二次元ゲ
ル電気泳動法による高分解能分離パターン，これ
らの分子種については最高の分離能を持つと考え
られ，poly（A）端の一ヌクレオチド長の差をも検
出可能である。

謂噌R「写　LOCUS　：　1・OCUS　　　　　　D卜～OD▲SH　　　　　　910　5P　　　　DNA

DEFINI†ION　：　◎εFINlTION　　D．MELANく）GAS了ER　DASH　GENE．

　　　　1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5
1　．．．‥．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．G．．．．Y

2　．．．．．．．．．‥．．．．．．．．．‥．．．．．．‥．．．．．．．．．．．．．．

3　●・・・…　　●・・…　　．・．．．・．・・…　　．…　　．．．・●．．．・・．・．．Y

4　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．‥．．．・．．・吾．．．・φ．．．．．

5　．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．晴領．．．．．．．．．．．．Y

6　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．

T　．旬．．．匂．．Y．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

8　…　　句・・…　　Y●●・・・…　　．・・…　　．・…　　．．．・・．・・…　　．…

9　．・…　　．司●．．Y．●・．…　　．碍．・．・●・・・・・・・・・…　　．・●．Y．・

］“O　・．．・・・・・…　　Y．・・…　　．・．．・．．・・．・．．・．・・・…　　．．．・・

11　．．．．．．．q．．．．．‥．．．．．．．．．‥．．．．．．．．．．．．．．．．．．

12　．．‥．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．‥．‥．．．．．．．．．b

13　．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．‥．．．．．．‥・．．・．．．‥．

14　．．．．．．◆．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．⇔・・．頃・．・．．．．

i5　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

16　．．．．．．．‥．．．．．．．．．．．．．．．．．．一．．．．．．．．・．．．．．．

17　．．．．．．．．．．．．．．Y．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・．．．．．．

18　…　　．．．・．Y・恒・・・・…　　．・・●．・．．・・・・…　　．・・…　　．．・・．

19　．．．．．．．．．．．命．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・．．．．．．

20　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．旬．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

2Z　．．．．．．．．．．．．‥．．．．．．．．．．．．．．．‥．．．．．．．句．．．．．

22　・・・…　　．．・・．・・・・・…　　X・．・・…　　◆・・・・・・・…　　．・・，・舎

23　・・・・…　　．．・．・・・・・…　　．Y・．・…　　．・…　　．・窃．・．・．・・．Y

24　．．．．．．．‥．．．．．．．．．．．．．．．．．．．‥．．．．．．．．．．．．．．

25．．‥．．．．．．．．．．．．．．．．．．Y．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

26　・・．…　　．．・．・・．・．．・・．・．・YX・．．・．・…　　．．・・…　　．・．Y

2T．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．x．．．．．．．．．．．．．．．．．．Y

28　・・．・…　　D・．．・●・・・・・・…　　．．・Y・・…　　ぬ・白叫．“・・・…　　Y
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　主として植物関係の研究に供される実験材料の栽培される圃場，温室を維持管理し，関連

研究者の利用に供する施設であり，圃場，温室群と実験圃場管理棟から成っている。

　これらの設備で栽培する植物は関連研究部門の実験計画によって一定しないがイネ，ムギ

類，トウモロコシなどイネ科植物が多く，外にマメ科植物や系統保存業務のサクラ，アサガ

オ，さらにカイコ実験用のクワなどがある。これらのうちイネの野生種は過去25年以上に亘

って熱帯アジアを含むイネの原産地から採集し保存しているもので他に類をみない貴重な遺

伝資源であり，今後のイネの遺伝学研究にとって極めて重要な実験材料である。これらの材

料によって育種遺伝研究部門や植物保存研究室などでは独自の研究が進められており，さら

に北大・農，京大・農，木原生物学研究所などとの共同研究も開始された。
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臨時事業・科学研究費等

臨時事業（昭和61年度）
（1）窒素固定能をもつイネに関する研究

　1）イネの窒素固定能の遺伝と育種の基礎

　2）イネと細菌の共生系の解析

　3）室素固定遺伝子群とイネの細胞因子

（2）放射線の遺伝に及ぼす影響の研究

　1）放射線誘発突然変異のRBEに関する研究

　2）トリチウムの遺伝的影響の分子解析

科学研究費補助金研究課題（昭和61年度）

　がん特別研究（1）

　　・哺乳動物による発癌制御の遺伝機構に関する研究

　　・がん研究のための実験動物の維持と開発

　特定研究（1）

　　・染色体機能の制御因子

　特定研究（2）

　　・転写装置による転写開始シグナル識別機構

　　・細胞分裂の素過程の遺伝的制御機構の研究

　　・DNAのコンフォメーションと真核生物遺伝子の転写

　総合研究（A）

　　・作物におけるストレス回避の遺伝学

　　・細胞工学的手法による昆虫の遺伝子発現の研究

　　・分子レベルにおける集団遺伝学的研究

　　・大腸菌の変異体を用いた生体高分子生合成に関する研究

　一般研究（A）

　　・RNAポリメラーゼの機能変換による転写調節モデルの検証

　一般研究（B）

　　・ヒドラ発生機構の解析

　　・集団の非平衡理論と遺伝資源保存の研究

　　・マウス野生集団からの新しい変異遺伝子の導入とその作用機構の解析

　　・野生集団からの染色体変異マウスの探索と実験系への導入

　　・慢性骨髄性白血病および芽球性急性転化に伴う発癌遺伝子活性化機構に関する研究

　一般研究（C）

　　・細胞分裂の修飾による微生物の分化の制御

　　・遺伝子レベルからみたイネの分化における日長反応性の適応的意義に関する研究

　　・放射線感受性遺伝病マウスwstの酵素毒性に関する反応性の検討

　　・大腸菌転写因子遺伝子の構造と機能の解析

　　・毘虫卵巣の凍結法と系統保存への応用

　　・マウスMHC領域内高頻度遺伝子組換機構の分r一遺伝学的解析

　奨励研究（A）

　　・DNA配列からみた多重遺伝r族の分r・進化学的研究

　　・多重プロモーターの相互配置と遺伝子発現の調節

　　・放射線高感受性マウヌ、wastedを用いた器官特異的な染色体異常生成機構の研究

　試験研究（1）

　　・DNAレベルにおける遺伝的モニタリングシステムの開発

　海外学術鯛査

　　・熱帯アジアにおけるイネ遺伝資源の生態遺伝学的調査



（昭和61年度）

　　　　　　　課　　題　　名

1．tRNA・グアニントランスグリコシラーゼ遺

　　伝子のクローニングと構造解析

2．大腸菌遺伝子機能における相互作用の解析

3．大腸菌の変異体をもちいたリボゾーム生合成

　　の研究

4．霊長類におけるミトコンドリアDNAの多型

　　解析

5．インフルエンザウイルスゲノムの転写一複製

　　の機構

6．細胞質雄性不稔イネの小環状DNAに関する

　　研究

7．アイソザイム遺伝子によるイネ染色体の標識

　　化に関する研究

8．カイコにおける遺伝的モザイクの発現とその

　　制御機構

9．ヒドラ網目状神経ネットワーク形成機構

10．オルガネラDNAの制限酵素分析によるイネ

　　属Aゲノム種の系統関係の研究

11．転写信号の分子的基盤の解析

12．マウスのC3コンベルターゼおよびその制御

　　系蛋白群の遺伝的研究

13．蛋白合成系遺伝子の分子進化

14．精巣性テラトーマ高発系統マウスの育成

15．インフルエンザウイルス感染による宿主細胞

　　蛋白質生合成の抑制機構の解析

16．昆虫卵殼タンパク質コリオンを支配する多重

　　遺伝f族の分子遺伝学的研究

17．転写における核酸と蛋白の相互作用の理論的

　　ならびに遺伝学的解析

18．ヒドラパターン形成機構の数理生物学的解析

19．ショウジョウバエ系統の低温保存による省力

　　化の研究

20．アナナスショウジョウバエ亜群のリボゾーム

　　RNA遺伝子の変異
21．ヒト白血病細胞増殖・分化の遺伝機構に関す

　　る研究

22．キラーT糸田胞により認識されるインフルエン

　　ザウイルスNP遺伝子トランスフェクト標的

　　細胞の抗原決定部位の同定

西　村

由　良

提案代表者名

退（国立がんセンター研）

隆（京都大・ウイルス研）

磯野克己（神戸大・理）

野　澤 謙（京都大・霊長研）

水本清久（東京大・医科学研）

山口彦之（東京大・農）

木下俊郎（北海道大・農）

土井良　　　宏（九州大・農）

木島博正（九州大・理）

常　　脇　恒一郎（京都大・農）

泉井　　桂（京都大・理）

坂　井

大　西

野　口

清　水

俊之助（金沢大・がん研）

耕二（新潟×・理）

基i　子（静岡大・理）

一一一・ @史（日本大・医）

坂口文吾（九州大・農）

橘　　　 秀　樹（神戸大・自然科学）

沢田康次（東北大・電通研）

大　羽 滋（都立大・理）

戸　　弓長　　よし了・（都立大・理）

仁保喜之（九州大・医）

保　坂　康　弓ノ、（大阪大・微生物病研）
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卓乞　’浪「c（1↓（京．ヲこ・農）

．和　　彦（横浜市立人・木原生研）
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　　　提案代表者名

　　　ほ　，　・　バ参　（ll「ち21ケミノく・1矢）

ti盆　　Ifi（㌶L波人二・生9勿千ミ［学系）

JJk　　）こ（東京大・農）

’lli．．・［］1～（京都人・農）

卜t’堰@ノ、乞（ノし小卜1ノく・1うい

月l　vtLi、（国立がんセン．ター一研）

t’i’　山（金沢ノく・」二1｝！）

1．，ll一　久（東京メく・【．戻手斗’学研）

輝．［　進（ノし州ノく・」里）

　　　」11kこ　　（．　ナし小卜1ノこ　．　農）

日召　 イ∴　（名1㌧屋一ll．業人こ・．IL）

　　　／修（広島．大・1京爆放射6ヒ医”Y：研）

　一　び1～（東京女∫一．大・文」：里）
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大学院教育協力

　国立遺伝学研究所は，遺伝学に関する総合研究の中核として共同利用に供するとともに，

研究者の養成についても各大学の要請に応じて，大学院における教育に協力し，学生の研究

指導を行うことが定められている。　（国立学校設置法第g条の2第3項，大学院設置基準第

13条第2項，国立大学共同利用機関組織運営規則第2条第3項）

　以．ヒの趣旨をふまえて，昭和59年度から全国の国・公・私立大学の大学院学生を受託学ノ｛三

として受け入れている。

研究活動を促進するための会合

内部交流セミナー

　研究所内における研究経過を発表し討論する会で、盛夏の時期を除き毎∫1第1，第3金曜

日に開かれる、，

抄　読　会

　新しい研究論文の抄読会で，盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる。

Biological　Symposia

　外国の関係者来訪の際，随時開催，講演詞’論を行う。

日本遺伝学会三島談話会

　研究所並びに付近在住の会貝で組織され，原則として月1川，研究成果発表とそれに関す

る討諭を行う。

行 事

，

研究所の一般公開

　科学技術週間における行事の・環として，各研究部門の展示及び学術講演を行い，学術映

画をIi映し，研究所の一部を公開して’般の見学に供している。

公開講演会

　年1川，おおむね秋，東京で所員を講師として，一・般を対象に遺伝学公開講演会を開催し

ている，、

欝

i・

y
（
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共同研究のため来所した主な外国人研究員
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　」

氏　　名 研　究　項　目』 期　　間・ 所　　　属 備　　考
』　　　’　　　　、』．1… 、　バ’・・’、．．

ショウジョウバエの遺伝 59．3．1～ 檀国大学
金　　璋基

学的研究 60．2．28 大韓民国

Nicole 大腸菌のペニシリン結合 59．4．1～ Li÷ge

Houba・ University
Herin 蛋白質の分子遺伝学 60．4．30 Belgium

Pascale

aarbier

イネ科草本植物の雑種強

ｨに関する生態遺伝学的

､究

59．4．9～

@61．10．10

Universit6　des　Sci－
?獅モ?刀@et　Techniques

р普@Languedoc，

lontpellier，　France

Irwansyah 栽培植物に及ぼすイオン
ｻ放射線の遺伝学的及び

59．9．29～ National

`tomic　Energy
Loekman 細胞遺伝学的研究 60．12．19 Agency，　Indonesia

SEAMEO
Lilian　U． 電気泳動法による生態遺 59．9．29～ Regional　Center　for

Gadrinab 伝学と実験計画法の研究 60．12．19 Tropical　Biology
Indonesia

イネの根圏の窒素固定菌 60．3．1～ 中国科学院上海植物生
黄　　莞徳 理学研究所

の遺伝学的研究 62．2．28 中華人民共和国

Paul　A． 進化遺伝学の数学的モデ 60．3．26～ Ohio　State
University

Fuerst ルに関する共同研究 60．5．4 U．S．　A．

Ajay 高等動物細胞に対する環 60．4．1～ King　George
Kumar 境変異原の複合効果に関 Medical　College
Jain する研究 60．9．30 India

Robert 60．3．4～ University 京都大学
E．Glass

転写装置の遺伝学
60．5．25

Medical　Schoo1，

mottingham，　England 客貝教授

Pierre マウス集団の分子生物学一 60．2．25～ Universit6
自然集団におけるミトコン Montpellier　II

Boursot ドリアDNAの多型研究 61．6 France

ショウジョウバエの進化 60．9．10～ 釜山大学校，師範大学
李　　元鏑

遺伝学 61．9．9 大韓民国

イネと細菌’の共生による 60．10．15～ 広東省微生物研究所
丘　　元盛

窒．素固定の研究 61．8．14 中華人民共和国

J6zefa 妊性に関与する遺伝的要 61。1．30～ Jagiellonian

University
Styrna 因：マウス複合遺伝r’ 62．1．29 Poland

Kiauw
マウスとラットの染色体 61．3。15～

Bandung　Institute

Nio of　Technology，

Tjan の解析 61．6．12 Indonesia

Xuan イネの窒素固定に関する 61．3．29～ University　of

Hong Hanoi
Nguyen 研究 62．3．28 Vietnam
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